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今
年
度
四
月
よ
り
、
キ
リ
ス

ト
教
と
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

（
R
C
C
）
の
セ
ン
タ
ー
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
山
本
俊
正
と
申

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
は
、
一
九
九
七
年
に
発
足

し
、
一
八
年
の
歩
み
を
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
規
程
に

は
、「
キ
リ
ス
ト
教
と
人
間
・
世

界
・
文
化
・
自
然
の
諸
問
題
に
関

す
る
総
合
的
な
調
査
・
研
究
を
行

う
と
と
も
に
、
本
学
の
キ
リ
ス

ト
教
主
義
教
育
の
内
実
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」（
第
二

条
）
と
、
そ
の
目
的
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
営
の
主
体

と
な
る
セ
ン
タ
ー
長
・
副
長
・
主

任
研
究
員
は
、
学
部
宗
教
主
事
と

神
学
部
教
員
か
ら
選
ば
れ
、
そ
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
活
動
の
目
的
に
沿
っ
て
、
発

足
当
初
か
ら
総
合
研
究
テ
ー
マ

が
設
け
ら
れ
、
学
内
外
の
講
師

に
よ
る
R
C
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

中
心
に
研
究
活
動
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
二
〇
〇
四
年
度
か
ら

二
〇
〇
九
年
度
の
総
合
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
「
キ
リ
ス
ト
教
と
平
和
戦

略
研
究
」
を
母
体
と
し
て
、『
キ

リ
ス
ト
教
平
和
学
事
典
』
の
編
集

が
計
画
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
九
月

に
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。『
平
和

学
事
典
』
は
キ
リ
ス
ト
教
の
視
点

か
ら
平
和
学
に
貢
献
し
た
労
作
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
〇
〇
二
年
以
降
、
複
数

の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
組

織
さ
れ
、
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
約
二
年
の

期
間
を
定
め
、
共
同
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。
最
近
の
共
同
研

究
の
成
果
と
し
て
注
目
さ
れ
た

も
の
と
し
て
、「
ミ
ナ
ト
神
戸
に

宗
教
多
元
主
義
を
探
る
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ま
と
め
た
、『
ミ
ナ

ト
神
戸
の
宗
教
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
ー
』（
二
〇
一
三
年
三
月
、
神

戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
出

版
）
が
、
井
植
文
化
賞
（
報
道
出

版
部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
本
学
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義

教
育
の
内
実
化
」
と
い
う
目
的
に

沿
っ
て
、
二
〇
一
一
年
か
ら
「
関

西
学
院
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
主

義
教
育
の
展
開
」
共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
二
〇
一
四
年
度
に
は
、
関
西

学
院
創
立
一
二
五
周
年
を
記
念
し

て
、『
建
学
の
精
神
考　

第
四
集
』

を
編
集
、
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
、
昨
年
度
か
ら
継

続
の
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
多
元

的
な
宗
教
・
N
G
O
・
市
民
社
会

の
役
割
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
え

て
、「
日
本
に
お
け
る
礼
拝
の
イ

ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」、「
キ

リ
ス
ト
教
と
現
代
思
想
：
エ
コ
ノ

ミ
ー
と
他
者
」、「
キ
リ
ス
ト
教
主

義
教
育
の
展
開

－

キ
リ
ス
ト
教
主

義
学
校
に
お
け
る
宗
教
リ
テ
ラ

シ
ー
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
」
の

合
計
四
つ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
で
は
公
開
の
講
演
会
及

び
「
R
C
C
キ
リ
ス
ト
教
講
座
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
、
本

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
紹
介
、
報
告
欄
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）

　

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
去
る

五
月
一
四
日
（
木
）
に
、
セ
ン

タ
ー
長
を
歴
任
さ
れ
た
栗
林
輝
夫

先
生
（
法
学
部
教
授
・
宗
教
主
事
）

が
天
国
に
旅
立
た
れ
ま
し
た
。
栗

林
先
生
の
セ
ン
タ
ー
へ
の
多
大
な

る
ご
貢
献
と
、
そ
の
お
働
き
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
先
生
の
残
さ

れ
た
成
果
を
活
か
し
な
が
ら
、
セ

ン
タ
ー
活
動
に
従
事
し
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

と
お
支
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

セ
ン
タ
ー
長
あ
い
さ
つ

「
平
和
」、「
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」、

「
現
代
思
想
と
哲
学
」、「
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
研
究
の
展
開

R
C
C
セ
ン
タ
ー
長　

山
本
　
俊
正 

　
商
学
部
教
授



2

2015. 7. Vol. 27

の
系
で
登
場
す
る
。
一
つ
は
エ
コ

ノ
ミ
ー
論
で
あ
り
、
政
治
、
暴
力
、

正
義
、
法
と
い
っ
た
問
題
系
と
連

な
り
な
が
ら
展
開
し
て
い
る
。
も

う
一
つ
が
他
者
論
で
あ
り
、
こ
れ

は
E.

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
影
響
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
二
つ
の
系

は
完
全
に
分
離
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
倫
理
的
問
い
と
し
て
相

互
に
関
連
し
合
っ
て
も
い
る
。

　

こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
J.

デ
リ
ダ
、
R.
ジ
ラ
ー
ル
、

G.

ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
モ
、
J.

L.
マ
リ

オ
ン
、
E.

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
、
G.
ア

ガ
ン
ベ
ン
ら
の
テ
キ
ス
ト
の
読
解

を
行
い
、
彼
ら
の
議
論
の
な
か
で

キ
リ
ス
ト
教
に
関
わ
る
問
題
が
ど

の
よ
う
な
必
然
性
に
お
い
て
、
登

場
す
る
の
か
を
精
査
す
る
と
と
も

に
、
同
時
代
の
ド
イ
ツ
の
神
学
と

の
比
較
検
討
を
行
う
。
ま
た
こ
れ

ら
の
哲
学
者
た
ち
の
テ
キ
ス
ト
が

非
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
日
本
で
熱
心

に
受
容
さ
れ
て
い
る
現
実
も
ふ
ま

　

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
フ
ラ
ン

ス
・
イ
タ
リ
ア
の
哲
学
・
思
想
に

お
い
て
、
ユ
ダ
ヤ=

キ
リ
ス
ト

教
的
問
題
系
の
回
帰
と
も
い
う
べ

き
現
象
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

哲
学
者
た
ち
は
、
F.

ニ
ー
チ
ェ

や
K.

マ
ル
ク
ス
ら
に
よ
る
宗
教

批
判
や
唯
物
論
と
い
っ
た
切
断
を

経
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
相
対
化
す
る
構
造
主
義
を

経
由
し
た
上
で
な
お
、
あ
え
て
ユ

ダ
ヤ=

キ
リ
ス
ト
教
的
な
主
題

を
取
り
上
げ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
哲
学
の
側
か
ら
の

神
学
へ
の
接
近
は
、
か
た
や
神
学

分
野
で
、
抽
象
的
な
組
織
神
学
以

上
に
、
具
体
的
な
社
会
問
題
に
密

着
し
た
実
践
神
学
が
盛
ん
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
現
実
と
い
わ
ば
キ

ア
ス
ム
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意

味
で
も
興
味
深
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
現
代
思

想
に
お
い
て
、
ユ
ダ
ヤ=

キ
リ
ス

ト
教
的
問
題
は
多
く
の
場
合
二
つ

え
、
彼
ら
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
浮
か

び
上
が
る
キ
リ
ス
ト
教
の
ア
ク

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
考
察

し
て
み
た
い
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
〇
一
五

年
度
か
ら
二
〇
一
六
年
度
の
二
ケ

年
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
近
現

代
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
、
神
学
の

専
門
家
の
ほ
か
、
現
代
フ
ラ
ン

ス
・
イ
タ
リ
ア
思
想
、
ユ
ダ
ヤ
思

想
の
専
門
家
ら
を
コ
ア
メ
ン
バ
ー

と
し
、
必
要
に
応
じ
て
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
聘
す
る
。
特
に

初
年
度
は
、
コ
ア
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
各
分
野
か
ら
見
た
状
況
の
報
告

や
、
本
テ
ー
マ
に
か
か
わ
る
重
要

な
文
献
の
レ
ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
う

予
定
で
あ
る
。

　

明
治
時
代
に
主
と
し
て
ア
メ

リ
カ
か
ら
日
本
に
入
っ
て
き
た

キ
リ
ス
ト
教
は
、
日
本
文
化
と
出

会
い
、
ま
ず
翻
訳
さ
れ
た
。
そ

の
翻
訳
が
キ
リ
ス
ト
教
理
解
に

変
容
を
も
た
ら
す
と
共
に
、
日

本
文
化
に
も
影
響
を
与
え
て
き

た
。”L
o
v
e
“
が
中
国
で「
愛
」

と
訳
さ
れ
、そ
れ
が
日
本
に
「
愛
」

と
し
て
伝
え
ら
れ
、
日
本
人
に
受

容
さ
れ
た
と
き
、
そ
こ
に
は
二
重

の
変
化
の
可
能
性
が
見
ら
れ
る
。

は
た
し
て
”L
o
v
e
“
と
日
本

の
「
愛
」、
中
国
の
「
愛
」
と
日

本
の
「
愛
」
と
は
同
じ
も
の
な
の

か
。
お
そ
ら
く
、”L
o
v
e
“
は

日
本
語
の
「
愛
」
に
新
た
な

理
解
を
与
え
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
を
キ
リ
ス
ト

教
の
瑕
疵
と
し
て
消
極
的
に
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
理

解
の
豊
か
さ
と
し
て
積
極
的
に
評

価
し
て
い
く
の
が
イ
ン
カ
ル
チ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
文
化
内
開
花
）
と

い
う
考
え
で
あ
る
。

　

イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
芸
術
や
建
築
な
ど
に
も
見
ら

れ
る
が
、
本
研
究
は
、
日
本
に

伝
え
ら
れ
た
賛
美
歌
や
礼
拝
の

言
葉
の
受
容
と
変
化
の
プ
ロ
セ

ス
に
注
目
し
、
そ
の
実
態
や
神

学
的
意
味
を
問
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
神
学
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
儒
教
研
究
、
社
会

学
の
立
場
か
ら
も
ア
プ
ロ
ー
チ

し
、
多
角
的
な
視
野
を
持
っ
て

こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

　

イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
直
面
す
る
文
化
の
中
で
受

肉
（
イ
ン
カ
ネ
ー
ト
）
し
よ
う

す
る
不
断
の
運
動
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
本
研
究
が
現
代
の
イ
ン

カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す

も
の
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

吉岡記念館３階のRCC共同研究室
■

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

「
キ
リ
ス
ト
教
と
現
代
思
想
：
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
他
者
」

研
究
代
表
者　

柳
澤
　
田
実
　
神
学
部
准
教
授

■

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

「
日
本
に
お
け
る
礼
拝
の
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

研
究
代
表
者　

中
道
　
基
夫
　
神
学
部
教
授
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特
に
「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
」
と
い
う

一
つ
の
宗
教
的
立
場
を
有
す
る
本
学

に
お
い
て
こ
の
問
題
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
態
度
を
と
る
の
か
を
、
研
究

の
主
題
と
す
る
こ
と
は
極
め
て
今
日

的
な
課
題
で
あ
り
、
ま
た
「
キ
リ
ス

ト
教
と
文
化
」
を
研
究
目
的
に
す

る
本
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
課
題

に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。
具

体
的
な
計
画
と
し
て
は
、
初
年
度

に
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
専
門
家
を
招
い
て

の
研
究
会
等
を
通
じ
、
現
状
の
情

報
を
集
約
し
、
二
年
目
は
初
年
度

に
収
集
し
た
情
報
・
資
料
等
を
も

と
に
、
本
学
に
お
け
る
宗
教
リ
テ

ラ
シ
ー
の
あ
り
方
と
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
必
要
な
制
度
・
設
備
等

に
つ
い
て
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、

本
学
の
関
係
部
署
の
職
員
の
方
々

に
も
適
宜
情
報
と
意
見
を
い
た
だ

き
、
よ
り
現
実
的
な
あ
り
方
を
同

時
に
目
指
す
方
向
で
進
め
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
な
ら

び
に
海
外
に
お
け
る
宗
教
リ
テ
ラ

シ
ー
の
現
状
な
ら
び
に
国
内
外
の
キ

リ
ス
ト
教
主
義
学
校
に
お
け
る
宗
教

リ
テ
ラ
シ
ー
の
現
状
を
調
査
し
、
ま

た
「
合
理
的
配
慮
」
と
い
う
概
念
の

誕
生
に
代
表
さ
れ
る
宗
教
リ
テ
ラ

シ
ー
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を

た
ど
る
こ
と
で
、
現
代
に
お
け
る
そ

の
あ
り
方
に
対
す
る
考
察
を
行
い
、

ま
た
実
行
可
能
な
取
り
組
み
方
を
具

体
的
に
提
案
す
る
事
を
そ
の
目
的
と

し
て
発
足
し
た
。
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー

と
い
う
概
念
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

今
日
の
世
界
に
お
い
て
極
め
て
重
要

な
概
念
で
あ
り
、
実
際
に
ど
の
よ
う

な
形
を
と
る
べ
き
か
は
様
々
な「
場
」

に
お
い
て
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
本
学
に
お
い
て
も
宗
教
的

に
「
合
理
的
配
慮
」
を
必
要
と
す
る

構
成
員
が
存
在
し
て
い
る
が
、
正
式

な
形
で
そ
の
問
題
に
対
す
る
論
議
が

な
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
鑑
み
た
時
、

　

二
一
世
紀
に
入
り
一
〇
年
以
上

が
過
ぎ
た
今
日
、
東
ア
ジ
ア
は
、

世
界
で
最
も
高
い
経
済
成
長
を
達

成
し
、
域
内
の
経
済
は
相
互
に
強

く
結
び
つ
い
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア

は
お
互
い
を
か
け
が
え
の
な
い
経

済
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
他
方
で
は
、
近
代
以
来

の
歴
史
的
経
緯
か
ら
深
刻
な
分
断

が
続
き
、
冷
戦
状
況
が
残
る
中
、

相
互
信
頼
は
非
常
に
弱
い
と
言
え

る
。
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

昨
年
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
、
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
平
和
実
現
の
た

め
の
国
家
間
の
対
話
と
協
力
を
そ

の
視
座
に
置
く
と
同
時
に
、
国
家

以
外
の
主
体
、
す
な
わ
ち
自
治
体

や
、
市
民
社
会
、
N
G
O
、
宗
教

者
等
に
よ
る
協
力
及
び
信
頼
醸
成

の
働
き
に
注
目
し
、
そ
の
可
能
性

を
探
求
す
る
。

　

初
年
度
は
学
内
外
者
に
よ
る
研

究
発
表
を
行
い
、
研
究
テ
ー
マ
の

理
解
を
深
め
た
。
昨
年
度
は
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
研
究
会
を
三

回
行
っ
た
。
今
年
度
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
を

踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
ま
と
め
の

作
業
を
研
究
員
の
継
続
的
な
研

究
発
表
と
合
わ
せ
て
実
施
す
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の
参
加

前
と
参
加
後
の
意
識
変
化
の
調
査

研
究
等
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
主

眼
を
お
い
て
進
め
る
。
ま
た
研
究

員
に
よ
る
個
別
研
究
に
つ
い
て
も

未
発
表
分
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
R
C
C
の
平
和
研
究
及
び

エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
視
点
を
活
か

し
、
研
究
員
の
関
心
領
域
に
基
づ

く
研
究
発
表
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

　

今
回
巻
末
に
掲
載
し
た
栗
林
先

生
の
業
績
は
、
ま
さ
に
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の

理
念
を
実
現
し
た
も
の
と
い
え
る
。

先
生
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。（
Ｍ
）

■
セ
ン
タ
ー
長

山
本　

俊
正　
商
学
部
教
授
（
宗
教
主
事
）

■
セ
ン
タ
ー
副
長

中
道　

基
夫　

神
学
部
教
授

■
主
任
研
究
員
（
四
名
）

柳
澤　

田
実　

神
学
部
准
教
授

加
納　

和
寛　

神
学
部
助
教

舟
木　

讓　
経
済
学
部
教
授
（
宗
教
主
事
）

前
川　

裕　
理
工
学
部
専
任
講
師（
宗
教
主
事
）

■
評
議
員
（
八
名
）　

山
本　

俊
正　

セ
ン
タ
ー
長

中
道　

基
夫　

セ
ン
タ
ー
副
長

柳
澤　

田
実　

主
任
研
究
員
代
表

土
井　

健
司　

神
学
部
教
授
会
代
表

村
瀬　

義
史　

学
部
宗
教
主
事
代
表

石
浦
菜
岐
佐　

教
務
機
構
長
補
佐

永
田
雄
次
郎　
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
委
員
会
代
表

嶺
重　

淑　
学
長
が
任
命
し
た
専
任
教
員

関
西
学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教
と

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
一
五
年
度
構
成
員

RCCの紀要『キリスト教と文化研究』

■

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の
展
開

－

キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
に  

  
お
け
る
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
」

研
究
代
表
者　

舟
木
　
讓
　
経
済
学
部
教
授

■

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
多
元
的
な
宗
教
・
N
G
O
・

   

市
民
社
会
の
役
割
」

研
究
代
表
者　

山
本
　
俊
正
　
商
学
部
教
授

編
集
後
記
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故　栗林　輝夫  （法学部教授・宗教主事）ＲＣＣ関係業績一覧
■センター長 1998年度

2005年度～2009年度

■主任研究員 1997年度
1999年度～2001年度春学期

■センター副長 2003年度～2004年度

■研究員 2010年度～2012年度

関西学院大学『キリスト教と文化研究』（『キリスト教学研究』を含む）

執筆

発題

1998.03.31  1 49-68 民話・ユング・聖書－日本民話の神学』補論－ キリスト教学研究
1999.03.24  2 1-3 献呈のことば キリスト教学研究
1999.03.24  2 19-45 見よ、神は谷中にあり（上）－田中正造の解放神学－ キリスト教学研究
2003.03.29  4 11-55 「近代後」を探るポストモダン神学－現代アメリカの神学事情 
2004.03.29  5 53-109 ポストリベラル神学が語る共同体の物語－キリスト教新保守主義のめざすもの 
2005.03.29  6 57-91 解放神学の選択・神は貧しい者を偏愛する（上）－マルクス主義から民衆の宗教へ 
2010.03.31 11 59-90 アメリカのアジア神学と日系神学（上）－オリエンタリズムからポストコロニアルへ－ 
2011.03.28 12 83-115 「帝国論」におけるイエスとパウロ 
2012.03.31 13 37-78 原発とテクノロジーの神学 
2015.03.31 16 45-74 原発と田中正造の環境／技術の神学－人間は自然の「奉公人」

発行年月日 号数 頁 タイトル 備考 

2004.09.11

2005.03.31

『アメリカの戦争と宗教－アジアのまなざしから』（新教出版社）
01　「『ブッシュの戦争』とキリスト教原理主義－グローバリズムとアメリカの宗教戦略」
解題　キリスト教「帝国」アメリカを読む

『暴力を考える－キリスト教の視点から』（関西学院大学出版会）
まえがき、第I部現代の暴力と宗教　第1章「ブッシュの戦争」とキリスト教の正戦論－対イラク戦争は正しい暴力行使だったか？」

2009.09.25 『キリスト教平和学事典』（教文館）
まえがき、【悪】、【ジェノサイド】、【社会主義】、【審判】
【ホームレス】、【民主主義】、【良心的兵役拒否】

2010.01.13 『平和創造への道』（新教出版社）
まえがき

2013.04.15

年月日 タイトル

『ミナト神戸の宗教とコミュニティー』（神戸新聞総合出版センターのじぎく文庫）
第九章　賀川豊彦と賀川記念館－もう一つのキリスト教、コラム・神戸の街の映画と宗教　　　　　　　

1998.07.21

1999.04.20

1999.06.01

1999.06.27

1999.08.03

2003.06.04

2004.01.23

2008.10.06

2008.11.10

2008.12.01

2008.12.22

研究会　第3回
マルコムXと西光萬吉
父母のためのキリスト教講座 春学期第1回
聖書と民話の中の女性Ⅰ
父母のためのキリスト教講座 春学期第2回
聖書と民話の中の女性Ⅱ
父母のためのキリスト教講座 春学期第3回
聖書と民話の中の女性Ⅲ
父母のためのキリスト教講座 春学期第4回
聖書と民話の中の女性Ⅳ
RCCフォーラム　第21回
「ブッシュの戦争」とキリスト教原理主義－グローバリズムとアメリカの宗教戦略
研究プロジェクト「暴力とキリスト教」研究会　2003年度第7回
現代アメリカの宗教と暴力
父母のためのキリスト教講座 秋学期第1回
映画は聖書物語でいっぱい！　スピルバーグ監督の『E.T.』はイエスの生涯
マルコ福音書5章25-34節
父母のためのキリスト教講座 秋学期第2回
人類最初の殺人事件は尊属殺人だった
エリア・カザン監督、ジェームス・ディーンの『エデンの東』　創世記4章1-12節
父母のためのキリスト教講座 秋学期第3回
カリフォルニアは「乳と蜜の流れる地」？
ジョン・スタインベック原作、ジョン・フォード監督の『怒りの葡萄』
出エジプト記3章7-10節
父母のためのキリスト教講座 秋学期第4回
天国の食事は三つ星のグルメ料理　アイザック・ディネーセン原作、
アクセル監督の『バベットの晩餐会』　マルコ福音書14章22-26節

映画と文学で綴る聖書物語1

映画と文学で綴る聖書物語2

映画と文学で綴る聖書物語3

映画と文学で綴る聖書物語4

講座終了後100回記念祝会開催
（レセプションホール）参加57名

父母講座100回記念


